
「魅力発見！三陸・常磐ものネットワーク」について

令和４年１２月

経済産業省 福島復興推進グループ
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⚫ 三陸・常磐地域の水産業等は、ALPS処理水の放出※に伴う風評の影響の懸念や、
燃油価格の高騰、水産資源の減少等の様々な課題に直面。

⚫ こうした中、三陸・常磐地域の水産業等を振興するためには、サプライチェーン全体を
底上げし、「獲れば売れる。売れるから獲る。」という好循環を産み出すことが必要。
また、“三陸・常磐もの”の魅力を発信することは、ALPS処理水の海洋放出に伴う
風評の発生を防ぐことにもつながる。

⚫ 以上の観点から、“三陸・常磐もの”の魅力を発信し、消費を拡大する、政府関係機
関、自治体、産業界等が参加するネットワークを立ち上げる。

設立の趣旨

■参考 東日本大震災からの復興の状況等について

【東日本大震災からの復興の状況について】（復興庁ホームページ）
https://www.reconstruction.go.jp/

【東京電力福島第一原子力発電所の廃炉等の状況について】
https://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/hairo_osensui/

※ALPS処理水は、2021年４月に決定した政府の基本方針において２年程度後を目途に海洋放出を行うこととされている。

https://www.reconstruction.go.jp/
https://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/hairo_osensui/
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概要

三陸・常磐地域の県

PR・広報活動

イベント情報等

を周知

ECサイト

三陸・常磐ものを
販売するECサイト利用

弁当

三陸・常磐ものを

使った弁当販売

キッチンカー

敷地内で

キッチンカーを出店

メニュー利用

漁業者等地元の供給事業者
（漁協、加工組合 等）

政府関係機関、参加民間企業・団体、消費自治体等

アンテナショップ 地元産品ECサイト

○イベント情報提供○ＥＣサイト登録○関係企業・団体の紹介、食材の提供

企業内マルシェ

敷地内で三陸・

常磐ものを販売

社食

社食等で三陸・

常磐ものを利用

○商品の提供

⚫ 「魅力発見！三陸常磐ものネットワーク」は、政府関係機関、産業界、消費地を抱える自治体から
広く参加を募り、売り手と買い手を繋げることで、“三陸・常磐もの”の魅力発信、消費拡大を推進。

⚫ 具体的には、三陸・常磐地域の食材等を紹介し、希望する参加企業等とのマッチングを行い、
ALPS処理水の海洋放出に伴い万一風評が発生した場合に参加企業等による“三陸・常磐もの”
の積極的な購入を支援（買い支え）。

⚫ これにより、ALPS処理水の放出に伴う風評を抑制・払拭するとともに、三陸・常磐地域における水
産業等の本格的な復興、将来にわたる水産業等の持続的な発展につなげる。



⚫ 今後、できるだけ多くの企業・団体・消費自治体の皆様に本ネットワークにご参画いただき、”三陸・
常磐もの”の消費拡大を実現したい。

⚫ このため、関係企業・団体・消費自治体の皆様においては、ネットワークへの積極的なご協力・ご参
画をお願いしたい。

参加企業等の取組のイメージ
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■イメージ

⚫半年に一度程度、“三陸・常磐
もの”の食品等の消費拡大イベ
ントを実施

⚫経産省主催の取組に参加

⚫月に一度程度、”三陸・常磐
もの”の弁当を注文（例）

⚫企業・自治体内での東北復
興に関する啓発活動等の実
施

⚫各メニューの利用状況の報告

福島フェア

①ネットワークへの参加

② ”三陸・常磐もの”の購入等

③イベントの実施等

⚫企業等としての参加表明
（経産省HPに社名を公表）

⚫基本情報の登録
（職員数、社食利用状況等）

＜参加企業等を専用HPで公表＞

参加企業等一覧

●●株式会社

■■株式会社

▲▲株式会社

●●株式会社
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ネットワーク専用ホームページの利用イメージ

弁当やキッチンカー、
社食における
「三陸・常磐もの」
の提供サービスを提示
※サービスの利用は、
参加登録した企業等のみが可能

社員食堂等で「三陸・常磐もの」を
利用したい企業等と提供事業者を
事務局がマッチング
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利用可能
サービス一覧



【参考】政府の取組

女川産のギンザケ塩焼き

【2022年3月】お弁当販売の例

常磐もの穴子けんちん揚げ

【2022年6月~】キッチンカーでの販売

あんこうのフィッシュバーガー

岩魚の
塩焼き

１．霞が関全体で実施した取組
• 2022年3月には、21の省庁が参加し、福島・宮城産のお魚弁当を食べて復興を応援する取組
「お魚を食べて復興を応援しよう in 霞が関」 を３日間にわたって実施し、3000食以上販売。

２．経産省における取組
• 2021年９月から、省内の食堂で、キノコ、キュウリ、トマト等の福島県産食材を積極的に活用。
• 加えて、本年6月から、経産省において福島の水産物等を使った弁当等をキッチンカーにて販売する
取組を定期的に開始。10月まで計９日開催し、約1,000食販売。
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○令和４年

・12月20日 ネットワークの立ち上げ
企業・消費自治体等の登録受付け開始

○令和5年

・春頃 三陸・常磐もの消費拡大イベント、参加企業数等の実績の公表（予定）

・夏頃 三陸・常磐もの販促フェア
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スケジュール

メニューの利用促進、企業への参加依頼

※参加企業等による三陸・常磐ものの弁当等の消費イベント

※参加企業等において、月に１回程度、三陸・常磐ものの社食、弁当等の消費を行うイメージ

※参加企業等における弁当の消費やキッチンカーの利用の拡大キャペーンに加え、
同時期に一般消費者向けのイベントを実施



企業における取組事例

7



8

⚫ パナソニックグループは、福島県とパートナーシップを組み、本社（大阪府門真市）と大阪ビジネスパーク
拠点の社員食堂で、魚を中心とした福島県の農畜水産品を定期的（月1回程度）・継続的に提供す
る取組を実施。2022年10月末現在で６拠点に展開中、11月にさらに３拠点導入予定。

【参考】パナソニックグループの取組

出典：パナソニックグループ プレスリリース（https://news.panasonic.com/jp/press/jn220125-1）

https://news.panasonic.com/jp/press/jn220125-1
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⚫ 三菱地所は、本社の社員食堂にて、”福島フェア”を開催（令和４年１月17日～21日）。

⚫ 喜多方ラーメンや浪江焼きそば、ソースカツ重、馬肉カレーなどの福島メニューを提供した。

【参考】三菱地所の取組

出典：福島県庁ホームページ（https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/01410a/cases.html）

◆福島フェアの様子

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/01410a/cases.html
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⚫ キヤノンは、本社社内食堂にて、”福島フェア”を開催（令和２年３月23、25日）。

⚫ 喜多方ラーメン、会津ソースカツ丼を提供した。

【参考】キヤノンの取組

◆福島フェアの様子

出典：福島県庁ホームページ（https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/01410a/cases.html）

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/01410a/cases.html
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⚫ みずほ銀行は、本店社内食堂にて、”福島県フェア”を開催（令和２年３月11日～13日）。

⚫ 喜多方ラーメン、銘柄鶏 伊達鶏ささみカツ、会津カレー焼きそばを提供した。

【参考】みずほ銀行の取組

◆福島フェアの様子

出典：福島県庁ホームページ（https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/01410a/cases.html）

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/01410a/cases.html
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⚫ 鹿島建設は、赤坂別館において、“福島県特産品フェア”を開催。

⚫ 福島鯖を用いたメニューも販売した。

【参考】鹿島建設株式会社の取組

◆福島フェアの様子

出典：福島県庁ホームページ（https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/01410a/cases.html）

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/01410a/cases.html
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お問い合わせ先

■魅力発見！三陸・常磐ものネットワーク 公式サイト

※ご参加頂ける皆様は下記の登録フォーマットより、ご登録をお願いします。

https://sjm-network.jp/

https://sjm-network.form.kintoneapp.com/public/kigyou-entry

https://sjm-network.jp/

